
令和 ４年 ３月１７日総務財政委員会 

 

◆吉川守 委員  創志会の吉川です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 順番では財政が先になっていましたけれども、基本計画のほうから行かせていただきた

いと思います。 

 堺市基本計画２０２５は、１０年後の２０３０年を見据えて、将来にわたって持続可能な

都市経営を推進することを目的に、昨年の３月でしたね、あれ、つくられたと思います。国

際社会共通の目標であるＳＤＧｓも踏まえ策定したことでありました。１から５のＳＤＧ

ｓについては、各質問を昨年にもさせていただきましたけれども、今回は６から１０にわた

っての質問をさせていただきたいと思います。それぞれの所管の中で、ＫＰＩも定められて

いるという中では、それに向かって進んでいるんでしょうけども、統括をしていただくとこ

ろにもお尋ねをしたいと思います。 

 まず、ゴール６の安全な水とトイレを世界中に、これに寄与する主な取組について、まず

はお答えをいただきたいと思います。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ゴール６、安全な水とトイレを世界中に寄与する主な取組

といたしましては、計画の重点戦略５、強くしなやかな都市基盤の施策に、自助・共助・公

助のバランスのとれた防災・減災力の向上を位置づけ、水道の優先耐震化路線の耐震化の早

期完了や、避難所などへの災害時給水栓の設置、基幹管路、配水池、下水道施設の耐震化な

どに取り組むとしております。 

 また、施策に都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築を

位置づけ、施設の維持管理、更新費用などのライフサイクルコストを削減・平準化するため、

点検、診断、修繕、補修、改修、改築などの計画的な維持管理による長寿命化などに取り組

むとしております。以上です。 

 

◆吉川守 委員  今、避難所などの災害時給水栓の設置とありました。 

 冒頭に言うのを少し忘れてしまいましたけれども、昨日１１時過ぎに非常に大きな地震

がまた東北地方に襲ったと。福島県沖でしたね。またぞろかなという思いで、本当にお気の

毒かなという思いですが、堺市としては、まだ昨日の夜の今日ですから、そういう会議も開

かれないとは思いますけども、どんなふうにこれから支援をしていこうというのがあるん

でしょうか。あればお聞かせを願いたいと思いますけど。 

 

◎森 市長公室長  昨日の地震への対応でございますけども、ちょうど１１時３５分ぐ

らいだったかと思います。その後、すぐ危機管理室を中心に情報収集も、昨晩もあれから行

っておりまして、今、答弁もいたしましたインフラの関係である上下水道局なんかも、現地



の状況も確認をしております。特に堺市の場合でありましたら、政令市、東京も含めた２１

大都市の支援の関係ということで、いつも取り組んでおりますので、今、仙台市の状況であ

るとか、そういったことも、昨晩以来、情報収集に当たっておるところでございます。そう

いったところも踏まえながら、救援の要請があれば、すぐに対応できるように準備を始めて

おるところでございます。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  急に言いまして、すみません。よろしく対応していただきますようにお

願いをしたいと思っております。 

 それと、今、安全な水とトイレを世界中に、上下水道局で取り組まれている第一義の問題

であろうと思いますけども、取りまとめるというんですか、ここに関することで、ＳＤＧｓ

をという中ではどのように関わりを持っておられるのか。この辺もお聞かせをいただきた

いと思います。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ＳＤＧｓの達成に向けましては、ＳＤＧｓの各ゴールの達

成につきましては、非常に行政の課題と共通している部分が多くあると考えております。そ

こで、この基本計画にも、基本計画の取組を進めるということで、ＳＤＧｓ１７のゴールと

いうものが貢献できるということで考えております。 

 その中で、上下水道の今の取組に関しましても、基本計画の他の取組と同様に、各所管局

において、施策の目的を達成するため、その目的の達成を図るために各施策にＫＰＩも設定

をしております。そのＫＰＩというものをしっかり向上させていくためにはどうしたらよ

いかということで、今の水道という話で言えば、現在、水道の耐震化についての課題をまず

各上下水道局とも抽出をしていただきまして、その課題を解決するためにはどのように取

り組んでいくかということで、この耐震化路線につきましては、しっかりと計画的に、そし

て、まず優先管路から、２０２５を１００％というところをめざしてやっていくということ

が大事だということで、我々、政策企画部とも共有いたしまして、それに向けた予算という

ものも、令和４年度、これは水道事業会計ですけども、予算化しております。そういった形

で、政策企画部も総括として関わりながら、しっかりと推進をしております。以上です。 

 

◆吉川守 委員  取りまとめて最後のほうで聞く予定だったんですけど、個別の部分の

中でお聞かせをいただきたいと思いまして、質問させてもらいました。 

 １０個までいくと、まだ４つあるんですけども、その中では、エネルギーをみんなに、そ

してクリーンにという、これも行政の部分の大きな課題であろうと思いますけど、これにつ

いてはどのような取組をされておられるのか。これもお聞かせをいただきたいと思います。 

  （西川委員長、伊豆丸副委員長に替わり委員長席に着く） 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ゴール７、エネルギーをみんなに、そしてクリーンに、に寄



与する主な取組としましては、計画の重点戦略５、強くしなやかな都市基盤の施策にゼロカ

ーボンシティの推進を位置づけ、太陽光発電、蓄電池などの導入によるゼロエネルギー住宅

の普及や、ＩＣＴを活用した産業部門の省エネ化、市有施設における省エネルギー改修や再

生可能エネルギーの導入に取り組むとしております。 

 また、商業施設などにおけるエネルギーマネジメントの推進や、自立分散型電源の導入、

脱炭素化に向けた革新的技術に係る投資促進、電気自動車などの環境に優しい自動車の導

入拡大に取り組むとしております。以上です。 

 

◆吉川守 委員  今、そこにあります重点戦略の５、強くしなやかな都市基盤ということ

で、これもＳＤＧｓに関連しながら進めていただいている。 

 それでは次に、計画における８番目です。働きがいも経済成長もに寄与する取組について

もお知らせください。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ゴール８、働きがいも経済成長も、に寄与する主な取組とし

ましては、計画の重点戦略４、人や企業を惹きつける都市魅力の施策に女性活躍・働く意欲

がある多様な人材の活躍を位置づけ、様々な事情で一旦離職した女性の再就職支援など、女

性求職者の状況に応じたきめ細かな就労支援や、若年者、高齢者、障害者など、働く意欲の

ある人のニーズに対応した働き方ができる雇用環境の整備などに取り組んでまいります。 

 また、施策の１つに、成長産業や新事業を生み出すイノベーションの創出を位置づけ、Ｉ

ｏＴ、ＡＩ、ロボットの導入など、デジタル技術の活用により生産性の向上や新しいビジネ

スモデル構築に挑戦する事業者の支援、中小企業の製品技術の高付加価値化、新分野進出に

向けた支援体制の構築などに取り組むとしております。以上です。 

 

◆吉川守 委員  雇用関係、非常に今の時代の中で難しくなってきていると思います。こ

んな中で、何か事例というんですか、この１年間ですけども、特別な事例というんですか、

こういうのがあったら教えてください。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  雇用に関する事例でございますが、これまで、女性の労働、

女性の雇用の確立ということで、女性の活躍推進ということで、堺女性の就職応援プロジェ

クト、すみません、これは令和４年度の新規事業になりますけども、そういったものを新た

にしていこうということも、来年度予算に予算案として計上しております。 

 これまでの堺市で言いますと、さかいＪＯＢステーションというところを核にした就職

支援というものにつきましても、これまでどおり、女性というものなんかも焦点を上げなが

ら、雇用の支援というものを市として取り組んでいるところでございます。すみません。よ

ろしくお願いします。 

 



◆吉川守 委員  すみません。突然で申し訳ないです。しっかりとその雇用環境を整えて

いただく、これも大きな課題であろうと思います。問題、課題、多くあろうと思いますけど

も、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、そしたら、ゴール９、産業と技術革新の基盤、中小企業や大企業も含めて、堺の中

ではいろんな会社がお集まりをいただいています。そんな中では、これからどんなふうにそ

の基盤をつくっていこうとされるのか。これもお答えをいただきたいと思います。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ゴール９、産業と技術革新の基盤をつくろう、に寄与する主

な取組としましては、これも計画の重点戦略４、人や企業を惹きつける都市魅力の施策に成

長産業や新技術を生み出すイノベーションの創出を位置づけ、中百舌鳥エリアに立地する

大阪公立大学や産業支援機関との研究開発分野などにおける産学連携を強化する仕組みの

構築などに取り組んでまいります。 

 また、施策の１つに、民間投資の戦略的な誘導を位置づけ、成長産業分野や研究開発機能

に重点を置いた産業に、創造や革新をもたらす企業投資の促進や都市拠点の特性に合わせ

た事業所の誘致促進などに取り組むとしております。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  １０番目には、人や国の不平等をなくそう、これに関する取組はどのよ

うなものがあるのか、お聞かせください。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  ゴール１０、人や国の不平等をなくそう、に寄与する主な取

組としましては、計画の重点戦略１、堺の特色ある歴史文化の施策に、文化芸術の振興・国

際交流の強化を位置づけ、就労などにより定住する外国人に対して、受入環境の整備や相談

機能、コミュニケーション支援などを行い、円滑に生活ができ、地域社会に参加できるよう

な多文化共生社会の形成に取り組んでまいります。 

 また、重点戦略２、人生１００年時代の健康・福祉の施策に、障害者が生きがいを持って

心豊かに暮らせる社会の実現を位置づけ、障害者が住み慣れた地域で安心して自らの意思

で自立した生活を送るための相談支援体制、サービス・支援の充実や地域活動やボランティ

ア、文化芸術、スポーツなど、障害者の社会参加の促進などに取り組んでまいります。以上

です。 

 

◆吉川守 委員  先ほどもお聞きをしました。企画部は基本計画２０２５の担当所管と

して、計画の目標とか、各重点戦略の施策に掲げたＫＰＩの達成に向けて各所管と協議をし

ていく。いろんなところで力をというんですか、意見交換をしながらやっていかれるという

ことですけど、そしたら、ＫＰＩの達成に向けて、戦略の立案や予算編成、戦略の実施成果

に基づく施策事業の再編を行うことということですけれども、具体的に各局はどのような

課題認識を共有して取組の構築につなげていくのか。これについてもお聞かせをいただき



たいと思います。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  重点戦略の各施策に対する進行管理につきまして、具体的

な事例を挙げさせていただきますと、先ほど水道の事例を挙げましたが、そのほかで言いま

すと、重点戦略１に、施策５、伝統産業のブランド力向上による活性化という施策がござい

ます。こちらはＫＰＩとして、堺伝統産業会館などにおける伝統産品などの年間売上金額と

しております。これに対しまして、各所管局において、まずアンケート結果などのデータ、

そういったものから、伝統産品の売上げを向上するためには、品質のよさや技術力の高さな

ど、伝統産業の魅力を広く発信し、認知度を高めることが主な課題であるということで、

我々、政策企画部とも議論をしながら共有をしております。その課題を基に、令和４年度当

初予算の予算編成におきましても、その解決に寄与する事業の予算化を検討したところで

ございます。 

 実際に令和４年度当初予算案におきましては、当初予算案の概要に記されておりますＫ

ＰＩ達成に向けた取組でお示しもしておりますが、本市が認定する堺キッチンブランド商

品の首都圏等でのＰＲ販売や、職人技や製造現場の見学、体験機能を整備する事業者の支援

を盛り込み、取り組んでいくということで、ＫＰＩの達成につなげていきたいと考えており

ます。 

 また同様に、重点戦略４、施策５、泉北ニュータウンの新たな価値の創造がございます。

こちらはＫＰＩとして、泉北ニュータウン全人口に対する３９歳以下の人口割合としてお

ります。この人口割合を上げていくためにはどうすればいいかということで、泉北ニュータ

ウンにおける暮らしの質の向上などがやっぱり主な課題ではないかということで、所管局

とも課題を共有いたしまして、令和４年度予算におきましても、生活利便性や居住魅力の向

上につながるモビリティや、ヘルスケア分野等における公民連携のサービス実証実験を当

初予算案に盛り込んだところでございます。以上です。 

 

◆吉川守 委員  企業や行政の皆さん方は、非常に理解も示しながら、前に進めていこう

というのがよく分かりますし、いろんなところでお聞きをします。しかし、一般の市民の皆

さんになかなか周知ができていない状況があります。私たちもいろんな発信をしていかな

ければいけないと思います。そんな中では、ＫＰＩの状況など、基本計画の進捗状況は、今

後どのように議会に報告をされるのか。それから、市民の皆さんにお伝えができるという状

況につなげていきたいと思いますので、この点はどうでしょうか。 

 

◎西尾 計画推進担当課長  基本計画の進捗状況につきましては、堺市議会の議決すべ

き事件等の条例に基づき、毎年度、議会に報告することとしております。主な内容としまし

ては、施策ごとに取組状況や、施策目標を達成を図る指標として、各施策ごとにＫＰＩとい

うものを設定しております。そのＫＰＩというものも、今回、基本計画におきましては、可



能な限り、客観的で数字で表すというところで設定しております。そのＫＰＩの指標の推移

につきましても報告をさせていただく予定としております。 

 また、ＫＧＩも設定をしておるんですが、ＫＧＩにつきましては、公的統計の数字を用い

ておりまして、毎年度、実績が出ないというものもございます。そういったＫＧＩにつきま

しては、ＫＧＩを多面的に評価するために設定しているモニタリング指標の進捗状況も併

せて報告したいと考えております。例えばＫＧＩの１つに、将来推計人口を上回る人口とい

うものを設定をしておりますが、この数字自体は５年毎の国勢調査での数字把握となって

おります。なので毎年数字把握はできませんので、毎年の報告では出生数や死亡数などの自

然増減であるとか、転入転出数の社会増減、そういった数字を毎年モニタリング指標として、

議会の皆様にも報告をさせていただきたいと考えております。以上です。 

 

◆吉川守 委員  ３つの目標というんですか、ＫＧＩ、めざすべきＫＧＩ示されています。

人口は７８．４万人、それと健康寿命も含めてです。先ほど御答弁があったのは人口の問題

ですね。３つのＫＧＩに向かって、５年間のうちの中ですけども、２０３０年のＳＤＧｓの

ゴールも含めて、これとともにやっていく中では、非常に多岐にわたった問題で難しいこと

であろうとは思います。しかし、堺の中でも最上位の計画であろうということですんで、し

っかり頑張っていただいて、達成ができるように、毎年毎年その報告のほうをよろしくお願

いをしたいと思っております。よろしくお願い申し上げます。これで、この質問を終わりた

いと思います。 

 次に、堺の財政についてということです。これも前回にも質問をさせていただきました。

健全化を図る指標として、４つの指標が設けられていました。令和２年度決算における本市

の各指標は、大阪府や大阪市、神戸市、京都市の数値と比べてどうなのか。また、政令指定

都市内で比較した場合はどうなっているのか。まずはお答えをいただきたいと思います。 

 

◎寶子 財政課長  令和２年度決算におけます実質公債費比率は、本市が５．８％、大阪

府１３．７％、大阪市２．７％、神戸市４．３％、京都市１１．４％であり、本市は５団体

中３番目、２０政令指定都市中７番目に低い値となっております。 

 次に、将来負担比率は、本市が５．０％、大阪府１５３．４％、大阪市５．３％、神戸市

６１．６％、京都市１９３．４％であり、本市は５団体中１番、２０政令指定都市中３番目

に低い値となっております。 

 次に、実質赤字比率は、京都市が０．０７％であり、大阪府及び京都市を除く１９政令指

定都市では、一般会計等を対象としました実質赤字額が発生していないため、比率は算定さ

れておりません。 

 なお、連結実質赤字比率は、大阪府及び全ての政令指定都市で全会計を対象とした連結実

質赤字額が発生していないため、比率は算定されておりません。以上でございます。 

 



◆吉川守 委員  非常に政令都市間の中にあっても、健全な部類の中に入ってると思い

ますし、安定をしているように思っております。 

 それでは、本市の臨時財政対策債を除く、個人というんですか、住民１人当たりの市債残

高はどのように推移をしているのか。これもまた大阪府や他の政令市と比べてどうなって

いるのか。これもお答えいただきたいと思います。 

 

◎寶子 財政課長  普通会計決算におけます臨時財政対策債を除く住民１人当たりの市

債残高の推移は、平成２８年度２７万５，０００円、平成２９年度２８万円、平成３０年度

２８万６，０００円、令和元年度２９万２，０００円、令和２年度２９万４，０００円と、

増加傾向にございます。 

 次に、大阪府、大阪市、神戸市、京都市の推移でございますが、４自治体とも減少傾向に

ございます。大阪府は平成２８年度３７万５，０００円、令和２年度３２万１，０００円。

大阪市は平成２８年度５５万２，０００円、令和２年度３５万３，０００円。神戸市は平成

２８年度４７万１，０００円、令和２年度４４万３，０００円。京都市は平成２８年度６３

万８，０００円、令和２年度６２万１，０００円となっております。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  それでは臨財債の残高、増えていくんでしょうけども、これはどのよう

に推移をしているのか。今後どのように推移をする見込みなのか。これもお答えいただきた

いと思います。 

 

◎寶子 財政課長  普通会計決算におけます臨時財政対策債の残高の推移でございます。

平成２８年度１，７６０億円、平成２９年度１，９３５億円、平成３０年度２，０９６億円、

令和元年度２，２１２億円、令和２年度２，２９９億円であり、年々増加傾向にございます。 

 次に、今後の見込みでございます。臨時財政対策債は、国の地方財政計画で経済情勢など

により発行額が決められることから、今後の増減は不明でございます。 

 なお、令和４年２月に公表いたしました財政収支見通しでは、一定の条件の下に機械的に

算出し、今後も臨時財政対策債の残高は増加傾向が続くものと見込んでおります。その要因

でございます。社会保障関係費の増加などによりまして、臨時財政対策債を含めました交付

税総額は、今後も増加傾向にあるものと見込んでおります。その結果、臨時財政対策債の元

金償還額よりも発行額のほうが大きくなり、臨時財政対策債の残高は増加傾向が続くもの

と見込んでおります。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  それでは、臨財債を除く市債残高、本市が抱える負債ですね。また、こ

れはどのように推移をしているのか。今後どのように推移する見込みなのかもお答えくだ

さい。 

 



◎寶子 財政課長  普通会計決算におけます臨時財政対策債を除く市債残高の推移でご

ざいます。平成２８年度２，３１７億円、平成２９年度２，３５０億円、平成３０年度２，

４００億円、令和元年度２，４３６億円、令和２年度２，４４７億円でございまして、年々

増加傾向にございます。 

 次に、今後の見込みでございます。平成４年２月に公表いたしました財政収支見通しでは、

ハード事業費の総量管理の取組や、阪神高速道路大和川線事業などの大規模事業が終了し

たことなどによりまして、推計期間中は減少傾向で推移するものと見込んでおります。以上

でございます。 

 

◆吉川守 委員  収支見通しの中では、次に質問する、その基金の問題があります。基金

を取り崩して、これに充てていっているという状況ですけれども、この基金はどのように推

移をしているのか。令和３年度はどのように推移する見込みなのか。これもお答えください。 

 

◎寶子 財政課長  普通会計決算におけます基金残高の推移でございます。平成２８年

度４５２億円、平成２９年度４３２億円、平成３０年度３９９億円と減少傾向にありました

が、市有地売却による財産収入の積立てや、新型コロナウイルス感染症の影響などの特殊な

要因によりまして、令和元年度４１２億円、令和２年度４３５億円と増加しております。令

和３年度でございますが、税収に想定ほどの落ち込みが見られなかったことや、市有財産の

想定以上の売却収入があったことなどによりまして、４７９億円に増加するものと見込ん

でおります。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  増えているということです。４７９億円の見込みということですけど

も、今後について、この公有財産の売却ですけれども、土地建物売却収入、今後どのように

見込んでいるのかもお聞かせをください。 

 

◎寶子 財政課長  今般公表いたしました財政収支見通しでは、推計期間中に毎年度８

億円程度の売却収入を見込んでおります。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  それでは、財政収支見通しにおいて、前回公表時から税収が大幅に増加

していると思われるが、その影響はどうなっているのか。これもお答えをいただきたいと思

います。 

 

◎寶子 財政課長  今般公表いたしました財政収支見通しでは、前回公表時から市税、地

方譲与税、交付金が毎年度約６６から７１億円改善しておりますが、それに伴い地方交付税

等が減少するため、収支改善額は毎年度６億円から２５億円程度になると見込んでおりま

す。以上でございます。 



 

◆吉川守 委員  やり取りの中で、平成２８年度以降、決算において基金を取り崩してき

たということでございます。具体的にどの程度の財源調整で取り崩してきたのか。また、今

後どの程度取り崩すつもりなのか。これについてもお答えください。 

 

◎寶子 財政課長  平成２８年度以降の決算におけます財政調整のための基金の取崩し

額は、平成２８年度２１億円、平成２９年度２８億円、平成３０年度４１億円、令和元年度

３９億円でございます。 

 なお、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響などによりまして、財源調整のため

の基金の取崩しは行っておりません。 

 次に、今後の見込みでございます。令和４年２月に公表いたしました令和１３年度までの

財政収支見通しでは、毎年５億円から３９億円程度の収支不足を見込んでおりますが、実際

に発生した収支不足に基金を取り崩して対応することになると考えております。以上でご

ざいます。 

 

◆吉川守 委員  取り崩してきた、これで調整をしてきたとおっしゃいますけれども、結

局、その基金そのものは増えているという状況ですよね。それは売却のほうは大きかったと

いうことなんですか。 

 

◎寶子 財政課長  先ほどの財産収入、財産売却に伴うものでありましたり、あと新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響に伴いまして、事業の中止、延期等々、そういったものも含

まれて、基金の取崩しがなかったというふうに考えております。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  それでは、先日公表されました令和４年の２月の公表ですね。財政収支

見通しでは、前回昨年に公表されましたものと比較して、どのようになったのか。今後どの

ように、そして財政運営をこれに伴ってやっていくのか。これもお答えいただきたいと思い

ます。 

 

◎寶子 財政課長  前回公表時、これ令和３年２月でございますが、こちらの部分につき

ましては、新型コロナウイルス感染症の拡大が経済活動に悪影響を与えることを勘案しま

して、税収が落ち込むことと見込んでおりましたが、想定していたほどの税収の落ち込みが

見られず、その状況を反映した令和４年度当初予算を起算点として見込んだため、結果とし

て改善しました。 

 また、今回公表いたしました財政収支見通しは、堺市財政危機脱却プラン（案）の取組を

全て実施した場合の見通しでございまして、大幅に収支改善となっているものの、依然とし

て目標とする令和１２年度の収支不足の解消には至っておりません。 



 今後、堺市財政危機脱却プラン（案）の取組を着実に進め、あわせて、さらなる取組の追

加、具体化を図っていく必要があり、真に健全な財政の実現に向け、引き続き取組を進める

必要がると考えております。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  財政危機の宣言が出されてもう１年がたちます。昨年の見通しと違っ

て、税収の落ち込みはそんなに多くはなかった。一昨年から、令和元年から令和２年につい

ては多少の落ち込みがあったが、令和３年度については、またこれが伸びていこうというこ

とです。無論その税が多くあったとしたら、交付税の部分の中が削られるということですけ

ども、なるべく税を多く取るほうが、裁量としては使いやすいという状況、残る金も大きい

ということですけれども、令和３年度の予想としては、総額でどれぐらいの税が入る予定な

のか分かれば教えてください。 

 

◎寶子 財政課長  令和３年度の決算見込みというところでよろしいでしょうか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 おおよそ１，５１０億円と考えております。以上でございます。 

 

◆吉川守 委員  予想よりはよかった部分がありました。令和１２年度でいろんな改革

をした部分の中でも、５億円から幾らという、その均衡が保たれない状況はありますけれど

も、今のやり取りの部分の中でも、財産の取崩しというんですか、これを売った部分の中の

金額、基金そのものが増えているという状況もあります。 

 今、コロナのこの時期です。２１日で蔓延防止も切れるということです。世の中そのもの、

社会そのものをやっぱり経済の回復を非常に願っている状況の中で、堺の中でも、おっしゃ

られるほど大きな危機感、これからは心配はせないけませんけれども、その時期ではないと

私は思いますし、まずはその経済の回復も願わないかん中で言えば、市民生活に関わる部分

のその削減そのものは、非常に看過できないものがあろうと私自身も思っていますし、会派

でも、この間、予算の総括の中でも述べてさせていただきました。状況を全て見る中では、

これからの堺が希望ある堺であるように、私は堺市をもうそういう陣頭指揮、リーダーシッ

プを執っていただきたいと思っている願いです。よろしくお願い申し上げて、私の質問を終

わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 


